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’福井県におけるベンズイミダゾール系殺菌剤耐性野菜類

灰色かび病菌の発生実態＊

杉本義 則

YoshinoriSUGIMOTO:Theprevalenceofbenzimidazolfungicidestolerant

strainsofBMフシffsa泥QzainFukuiprefecture．

菌糸伸長阻止率(%)=ヱチ×'00,
α：薬剤無添加培地上の菌そう直径

b:薬剤添加培地上の菌そう直径

一方，ペノミル剤及びチオファネートメチル剤以外の

薬剤としてポリオキシン10％水和剤，キヤプタン80％水

和剤,TPN75%水和剤，スルフエン酸系50%水和剤，

塩基性塩化銅84.1％水和剤，塩基性硫酸銅58％水和剤，

プロミディオン50％水和剤を供試した。

薬剤防除試験トマト灰色かび病の防除薬剤効果比較

試験は抑制トマトを対象に本場ガラス室で実施した。ト

マト品種は耐病新宝冠1号，定植は9月17日，区制・面

積は1区1.35m212株,1反復であり，薬剤は10月19日

と11月11日，21日，29日の4回，1区400mJを柄杓式噴

霧器で散布した。なお，本病の発生を促すため，定植1

箇月めに本病原菌胞子懸濁液をガラス室内に噴霧した。

福井県では1977年に初めて，ペンズイミダゾール系殺

菌剤に対する野菜類灰色かび病の耐性菌が，チオファネ

ートメチル剤を使用している施設2か所で検出され

た2)。今回さらに調査した結果，他の施設でも耐性菌の

発生が認められたので，その結果の概要を報告し，今後

における防除体系化のための手掛りとしたい。本報告を

草するに当たり，福井県農林水産部技監奈須田和彦博士
には校閲を賜わり，当場病理昆虫科高島敬一科長よりは

有益なご教示をいただいた。また，本試験の実施に当り

病理昆虫科員諸氏並びに施設経営農家各位には多くのご
協力をいただいた。記して深く感謝の意を表す。

I実験方法

供試菌灰色かび病菌はトマト，キュウリ及びイチゴ
の罹病果から昇こうで表面殺菌後，素寒天を用いて単菌
系分離を行い罹病果1個から1菌株を分離した。1調査
ほ場当たりの分離菌株数は施設で10～20株，露地で5～

'0株を目安にして採集はほ場全体から任意に実施した。

最小生育阻止濃度の測定分離菌株に対するペンズイ
ミダゾール系殺菌剤の股小生育阻止濃度は，市販のオフ

アネートメチル70％水和剤及びペノミル50％水和剤を供
し，平板希釈法により検定した。希釈は水和剤の成分量
であらかじめ調整した薬液1mlとジャガイモ煎汁ブド
ウ糖寒天培地(PDA)9mJの割合で行った。一方，分
離菌株は，直径65mmのペトリ皿にPDA3mjを分注し
た培養基で20｡C,4日間培養した後，その周縁部の菌
そうを約3mm平方に寒天とともに切り取って平板希釈
培地に移植した。その後20｡Cで3～4日目に菌そう発
育の有無を調べた。

菌糸伸長阻止率の測定分離菌株は上述のように培養
し，直径5mmの寒天ディスクにして平板希釈培地に移
植後,20｡Cで3日目に次式から菌糸伸長阻止率を測定
した。
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Ⅱ実験結果

1供試菌第1表のように灰色かび病菌は施設ほ場

9か所,露地ほ場6か所で分離した。また,分離施設の場

合4月から5月上旬にかけて，露地では6月上旬にそれ

ぞれ実施した。分離菌株総数は171株であった。

2最小生育阻止濃度の頻度分布分離菌株の菌糸伸

長に対するチオファネートメチル剤及びベノミル剤の最

小生育阻止濃度(MIC)の頻度分布は第1図に示した。

チオファネートメチル剤の場合，頻度分布はMIC値

0.18ppmから0.39ppmの範囲及び25,600ppm以上の濃

度を中心とする2峰性を示すようであった。ペノミル剤

の場合もMIC値0.05ppmから0.18ppmの範囲と1,600

ppmから6,400ppmの範囲で2峰性を示した。また，す

べての耐性菌株は両薬剤に交差する耐性を有していた。

3散布回数と耐性菌発生率第1表にはほ場ごとの

耐性菌発生率とチオファネートメチル剤及びペノミル剤

の年間散布回数を示した。それによると施設の場合，両

薬剤を散布していない施設は1か所だけであり，これを

除く他の施設では，年間散布回数が両薬剤の散布総回数

で3回から6回が一般的であった。耐性菌はこのような

･福井県展粟吠験窃環境部鯛理昆虫科粟叙No.70(fi)
柵井県艮梁吠験場FukuiAgriculturalExpepimentStation

Ryomachi,Fukui,910
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第1表灰色かび病菌の来歴及び過去2年間におけるベンズイミダゾール系
殺菌剤の散布回数と耐性菌発生率

ペソズイミダゾール系
殺菌剤の年間倣布回数

採築地 ほ場 分賎作物 耐性苗発生率4）

小 浜 市 尾 崎

小浜市和久里

美浜町久士子
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注）1）1977年に栽培開始の施設。2)1976年にペノミル剤10回倣布を示す。3)1976年にチオブァネートメチル剤10回倣布を示す。
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薬剤濃度

第1図トマト灰色かび病菌に対するチオファネートメチル剤及び
ペノミル剤の殿小生育阻止濃度頻度分布

散布施設では常に検出され，特に散布回数が年間5回以

上の施設では耐性菌の発生割合は100%であり，耐性菌

は施設内を完全に占有しているようであった。しかし，

3～4回以下の施設でも耐性菌は90％の割合で検出され

たことから，散布回数の多少に伴う耐性菌発生割合の差

異は大きくはないようであった。また，露地では調査ほ

場がすべて無散布であったこともあって，耐性菌は認め

られなかった。

4数種の防除薬剤に対する耐性

第2図は耐性菌と感受性菌に対する他剤の菌糸伸長阻

止率を示した。耐性菌の場合，図の値は耐性菌発生施設

8か所からそれぞれ1菌株を選び，8菌株の平均値で示

した。それによると，ポリオキシン剤，スルフェン酸系

剤,TPN剤，キヤプタン剤及びプロミディオン剤では

耐性菌と感受性菌との間に菌糸伸長阻止率の差異は認め
られず耐性菌はこれらの薬剤に耐性を有しないようであ
った。また，銅水和剤は本病原菌に薬効を有しないよう
であった。

5薬剤防除賦験第2表のように耐性菌が発生して

第2表トマト灰色かび病防除薬剤効果比較'〕

散布漫度畷蕊爵織躍鋤供吠薬剤

トツプジソM水和剤（70％）
ユーパレぞ水和剤(50%)

ポリオキシソAL水和剤(10%)
ドイツボルドーA水和剤（84,1％）
Zボルドー水和剤（58.0％）
無散布
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注1）餌壷月日12月18日2）併発した紫かび鯛に対する防除効果
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第2図ベンズイミダゾール系殺菌剤耐性菌に対する各種薬剤の菌糸伸長阻止率

分離された耐性菌株は他方の薬剤にも耐性を有していた

ことから，両薬剤間の耐性は明らかに交差していると考

えられた。

ペノミル剤耐性菌の場合，山本5)はMIC値10,000

ppm以上の耐性菌を認めたと報告しているが，本県の

場合はこのような強い耐性を有する菌株は認められなか

った。

散布回数と耐性菌発生との関係は十分明らかでない

が，発生した施設の防除歴からぷて，両薬剤の総使用回

数で年間3～6回，2～3年散布が一つの目安になるよ

うであった。一方，耐性菌発生施設では，発生の割合は

散布回数の多少にかかわらず短期間のうちに90～100%

に達し，施設内は耐性菌で完全に占有されるようであっ

た。

以上のように，今回の調査には散布経験を有する露地

ほ場が含まれていないため露地における耐性菌の発生実

態は把握できなかったが，施設の場合，散布経験を有す

るほ場ではすべて耐性菌の発生が認められ，本県でも本

病の防除作業に大きな障害となっていることが明らかに

なった。したがって，両薬剤の使用に当たっては十分な

配慮が望まれよう。防除薬剤としてはスルフェン酸系剤

を始め，ポリオキシン剤,TPN剤，キャプタン剤，プ

ロミディオン剤及びトリアジン剤2〕などが有効のようで

いない施設における薬剤防除効果比較試験によると，防

除効果はトップジンM水和剤で最も高く，次いでユーパ
レン水和剤，ポリオキシン水和剤の順であった。銅水和

剤の防除効果は認められなかった。

Ⅲ考察

灰色かび病のベンズイミダゾール系殺菌剤耐性菌は全
国的にみて主に果菜類で報告されている3'4'5)。本県の場
合も1977年の調査によると2>，チオププネートメチル剤
を多用しているトマト栽培施設2か所で耐性菌が発生し
ていることが確認された。1978年に入り更に施設ほ場9
か所と露地ほ場6か所を調査した結果，ベンズイミダゾ
ール系殺菌剤の散布歴を有する施設ほ場8か所で耐性菌
の発生が明らかになった。

本県で確認されたこれらの耐性菌は当該薬剤に対して
強い耐性を有し，特にチオプァネートメチル剤の場合，
耐性菌に対する菌糸伸長の最小生育阻止濃度(MIC)')
は25,600ppm以上のようであった。また,ベノミル剤で
はMIC値は1,600～6,400ppmの範囲にあるものと考
えられた。一方，これらのMIC値の頻度分布は両薬剤
とも2峰性のようであり，中程度の耐性を有する耐性菌
は認められなかった。更にまた，施設の多くは両薬剤を
併用していたが，どちらか一方だけを使用した施設でも

，
１
１
１
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ある。しかし’本県では異系統薬剤の交互散布は良く実
施されており，今回の調査で耐性菌の出現が判明した施
設でも一部の例外を除き交互散布が励行されて来たのが

実状である。このように，他剤との交互散布にもかかわ

らず耐性菌の発生が顕在化していることについては，今
後十分な検討を要しよう。

Ⅳ摘要

福井県では1977年，野菜類灰色かび病ペンズイミダゾ

ール系殺菌剤耐性菌の発生がトマト栽培施設ほ場2か所

で認められたので，今回更に発生実態の調査を実施し
た。

1ペンズイミダゾール系殺菌剤耐性菌の発生調査は

施設ほ場9か所，露地ほ場6か所で実施した結果，本剤

の散布歴を有する施設8か所では耐性菌が高頻度に発生
していた。

2耐性菌に対するチオファネートメチル剤の最小

生育阻止渡度は25,600ppm以上であり，ペノミル剤は

1,600ppmから6,400ppmの範囲であった。

第27号昭和54年

3当該薬剤の散布回数と耐性菌発生との関係は十分

明らかでないが，年間3～6回，2～3年の継続散布が

ひとつの目安になるようであった。

4耐性菌はポリオキシン剤,TPN剤，スルフエン

酸系剤，キャプタン剤，プロミディオン剤に対する耐性
は有していないようであった。
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チューリップえそ病病原ウイルスの作物・雑草の根における増殖

名畑清信・草葉敏彦

KiyonobuNAHATAandTbshihikoKUSABA:Themultiplicationofcausal
virusoftulipnecroticdiseaseintherootsofsomecropsandweeds.

Summary

Ithaa@ggpascertaine"atthesixweeds;Knotweed,Copperleaf,Finger_grass,Starwort,
Eclipte,andBittercress,whichweregrownintheneldwheresevertdlip5ecraticdiseasehad
beenoccurred,couldmultiplytobacconecroticvirus(TNV)intheirroots,andthattwentytwo
cropscouldmultiplytheTNVintheirrootswhentheywerecultivatedonthesoilcollectedfrom
infectednelds・Theywereas.follows;Barley,Sorghum,Fingermillet,Kidnybean,Soybean,●

Hyacipthbgan,Lucer¥,T･mgto,Eggplant,Greenpepper,Potato,Tobacco,ChineSecabbage,
pumpkin,Cucumber,Onion,Okra,Spinach,Carrot,Lettuce,BuckwheatandStrawberry.

TheTNVisolatedfromtherootsoftheseweedsandcropsexceptstrawberrywereidentined
assameasthecausalvirusoftulipnecroticdisease・Furtherstudiesshouldbenecessaryabout
theTNVisolatedfromstrawberrybecauseofthefactthattheincidenceofpreinfectionbythe
viruswerefoundinsouceofseedlingstested.

●

宙山県曇梁賦職拐TbyamaAgriculturalE"erimentStation,Yoghiomf征℃yama，“11
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